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　下にある「思考スキル」は、問題に取り組むことを通じて、みなさんに身につけてほしい力を表し

たものです。これらの思考スキルは、算数の問題に限
かぎ

らず、さまざまな場面でも活用することがで

きる大切な力です。解
かい

説
せつ

では、問題ごとに意
い

識
しき

してほしい思考スキルを示しています。今後の学習

でも、思考スキルを意識して、問題に取り組むとき活用するように心がけてみましょう。

○情
じょう

報
ほう

を獲
かく

得
とく

する
　・�問題文から必要な情報や条件を正しくとらえる
　・�図やグラフなどから必要な情報を正しくとらえる

○情報を活用する
　・�とらえた情報を、他の問いでも活用する
　・�とらえた情報から、さらに別の情報を引き出す
　・�前問が後に続く問いの手がかりとなっていること

を見ぬく

○再現する
　・計算を正しく行う
　・持っている知識を状

じょう

況
きょう

に応じて正しく運用する
　・問いの指示通りの操

そう

作
さ

を正しく行う

○置きかえる
　・問いの状況を図やグラフなどに表す
　・問いを別の形に言いかえる
　・未知のものを自分にとってなじみの形にする
　・比の値を具体数で表す
　・数値をあてはめて、特定の状況をとらえる
　・解答の範

はん

囲
い

や大きさを予測する

○調べる
　・�方針を立て、考えられる場合をもれや重複なく全

て探し出す
　・書き出すことを通じて、きまりを見つける

○順序立てて変化をとらえる
　・変化する状況を時系列で明らかにする
　・�複雑な状況を要素ごとに筋道立てて明らかにする

○一般化する
　・�具体的な事例から、他の状況にもあて

はまるような式を導き出す
　・�具体的な事例から、規則やきまりをと

らえる

○視
し

点
てん

を変える
　・図形を別の視点で見る
　・立体を平面としてとらえる
　・多角的な視点から対象をとらえる

○特
とく

徴
ちょう

的
てき

な部分に注目する
　・等しい部分に注目する
　・変化しないものに注目する
　・和、差や倍数関係に注目する
　・規則や周期に注目する
　・対

たい

称
しょう

性
せい

に注目する
　・�際立った部分（計算式の数、素数、約数、

平方数、…など）に注目する

○特定の状況を仮定する
　・�極

きょく

端
たん

な場合から考える（もし、全て…
なら）

　・�不足を補
おぎな

ったり、余分を切りはなした
りして全体をとらえる

　・�複数のものが移動するとき、特定のも
のだけを移動させて状況をとらえる

思考スキル
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【解　説】

2（1）（小数・分数）� A1 再現する
21
25 ＝21÷25＝0.84　もしくは　

21
25 ＝

84
100 ＝0.84

（2）（割
わり

合
あい

）� A1 再現する
12km＝12000m、２割８分は0.28倍なので、　12000×0.28＝3360（ｍ）

（3）（割合）� A1 再現する
360÷800＝0.45　→　45（％）

（4）（正多角形の内角の和）� A1 再現する
正十三角形の内角の和は　180×（13－2）＝1980（度）

（5）（対角線の本数）� A1 再現する
（8－3）×8÷2＝20（本）

（6）（おうぎ形の面積）� A1 再現する
8×8×3.14× 45

360 ＝25.12（cm
2）

（7）（直方体の体積）� A1 再現する
8×6×9＝432（cm3）

3 　（数列）

　いろいろな見方をして規
き

則
そく

を見つけ出す問題です。（2）はフィボナッチ数列と呼ばれる前２項
こう

の和の数列です。（3）は分数の数列ですが、約分してあることに気が付けるかがポイントです。

（1）� A2 情報を獲得する

4,�15,�26,�37,�48,� ,�70,�…

� （ （ （ （ （11 11 11 11 11 �→�差が11の等差数列なので、48＋11＝59

（2）� A2 情報を獲得する

1,�1,�2,�3,�5,� ,�13,�…

�1＋1＝2,�1＋2＝3,�2＋3＝5,�→�前２項の和の数列なので、　3＋5＝8

（3）� A2 情報を獲得する 置きかえる
1
8 ,
1
4 ,
3
8 ,
1
2 ,� , 34 ,�…

分母を8にそろえると、 1
8 ,
2
8 ,
3
8 ,
4
8 , , 68 ,�…。よって、 に入るのは 5

8

4 　（割合・およその数）

　およその数を計算するときには、すべてを計算せずに、計算結果を四
し

捨
しゃ

五
ご

入
にゅう

するけたのとこ

ろまで計算すればよいことに着目するとよいでしょう。

（1）� A2 情報を獲得する 再現する
出荷額54兆6000億円　→　54.6兆円
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機械は66%にあたるので、　54.6×0.66＝36.036　→　36兆円

（2）� A2 情報を獲得する 再現する
4兆4000億円　→　4.4兆円

よって、　4.4÷54.6＝0.080…　→　8％

（3）� A2 情報を獲得する 再現する
日本全体の18％にあたるので、

　54.6÷0.18＝303.3…　→　303兆円

5 　（条件整理）� B1 情報を獲得する 順序立てて変化をとらえる 特定の状況を仮定する
　一見、何もわからないような場合でも、問題文から情報を読み取り、わかることを整理する

ことが大切です。この問題では、同じ色のぼうしが２つしかないということがポイントです。

　ＡくんとＢくんが同じ色のぼうしをかぶっていたら、同じ色のぼうしは２つだけなの

で、Ｃくんは自分のぼうしの色がわかります。Ｃくんが「わかりません」と答えたという

ことは、ＡくんとＢくんはちがう色のぼうしをかぶっていることになります。

この答えを聞いたＢくんは、自分のぼうしとＡくんのぼうしの色がちがう色だと気がつ

きました。

6 　（平
へい

均
きん

）

　「平均」とはすべての合計を個
こ

数
すう

で割
わ

ることで求められますが、合計や個数がわからない場合

でも、でこぼこを平らにならすという考え方で、平均の値
あたい

の変化から個数などを導
みちび

き出すこと

ができます。

（1）� B1 情報を獲得する
イチローくんを移

うつ

す前後のＢグループの平均のようすを面積図で表してみます。

イチローくんが移ったことで、もとの平均点87.0点から飛び出している部分の点を平ら

にすると平均点が87.2点になりました。このとき【移した後】の図のしゃ線をつけた長方

形㋐と㋑の面積は等しくなります。

　（88.0－87.0）×1＝1……㋑の面積

　1÷（87.2－87.0）＝5（人）

【移す前】

87.0

93.5

【移した後】 等しい

87.2
87.0

88.0

1

1

88.0

92.4

㋐

㋑

㋒

㋓
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（2）� B1 情報を獲得する 順序立てて変化をとらえる
Ａグループにイチローくんをもどすと、平均点ももどります。

上の図のしゃ線をつけた長方形㋒と㋓の面積は等しくなります。

　（92.4－88.0）×1＝4.4……㋓の面積

　4.4÷（93.5－92.4）＝4（人）

　よって、5＋4＝9（人）

（3）� B1 情報を獲得する 順序立てて変化をとらえる
マツイくん以外の９人の合計得点は、

　92.4×5＋87.0×4＝810（点）

マツイくんを入れた10人の合計得点は、

　89.7×10＝897（点）

よって、マツイくんの得点は、　897－810＝87（点）

（別解）

マツイくんが入る前は、

　Ａグループ　　５人　平均点92.4点

　Ｂグループ　　４人　平均点87.0点

Ｂグループにマツイくんが入ったら全体の平均点が89.7点になります。

ここで、89.7点は92.4点と87.0点のちょうど真ん中の点です。

また、マツイくんが入って両グループの人数が等しくなるので、全体の平均点はＡグル

ープの平均点とＢグループの平均点の真ん中になるはずです。

以上のことから、マツイくんが入る前後でＢグループの平均点が変わらなかったことが

わかります。

よって、マツイくんの得点は87点。

【移す前】

87.0

93.5

【移した後】 等しい

87.2
87.0

88.0

1

1

88.0

92.4

㋐

㋑

㋒

㋓
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7 　（円と正方形）

　円の面積は、半径がわからなくても半径を１辺とする正方形の

面積の3.14倍として求めることができます。このことを利用して、

正方形どうしの面積比
ひ

較
かく

から、円や円の一部分の面積を比較する

ことができます。

（1）� B1 情報を獲得する 置きかえる
右の図の○をつけた三角形の面積は全て等しくなります。

よって、太線の正方形の面積は、

　200÷2＝100（cm2）

これは面積を求める円の半径を１辺とする正方形なので、

　100×3.14＝314（cm2）

（2）� B2 情報を活用する 置きかえる 特徴的な部分に注目する
右の図のように、○をつけた三角形の面積は全て等しくな

ります。

よって、太線の正方形の面積は、200×2＝400（cm2）

この正方形がちょうど入る円の面積を（1）と同じ方法で求

めます。右の図で太線の正方形の面積は、

　400÷2＝200（cm2）

これは面積を求める円の半径を１辺とする正方形なので、

　200×3.14＝628（cm2）

色のついたＢの部分の面積は、　628－400＝228（cm2）

色のついたＡの部分の面積は、　314－200＝114（cm2）

　228÷114＝2（倍）

（別解）

（1）の結果を利用すると、右の図の円の面積は中央の太線

の正方形の面積の、314÷200＝1.57（倍）なので、

色のついたＡの部分の面積の和は、中央の正方形の面積の、

1.57－1＝0.57（倍）であることがわかります。

　ここで、円の中に正方形がちょうど入っているときには、

この0.57倍は常に一定なので、右の図においても、Ｂの部

分の面積の和は、太線の正方形の面積の0.57倍です。

　ＡとＢの面積を比べるとき、それぞれの太線の正方形の

面積を比べると２倍になっているので、ＢもＡの２倍です。

B B

B B

B B

B B

A

A

AA

B B

B B

B B

B B

B B

B B

A

A

AA
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（3）� B2 情報を活用する 置きかえる 特徴的な部分に注目する
（2）と同様に考えると、Ｃの部分の面積の和はＢの部分の面積の和の２倍になるので、

Ａ、Ｂ、Ｃのすべての面積の和は、Ａの面積の、1＋2＋2×2＝7（倍）です。

よって、　200×0.57×7＝114×7＝798（cm2）

8 　（選び方と規則性）

　組み合わせを数えるときは、同じ組み合わせを重
ちょう

複
ふく

して数えないように注意します。また、

カレンダーを用いた日数の計算では、大の月と小の月をまちがえないようにしましょう。

（1）� B1 情報を獲得する
７人から２人を選ぶとき、自分以外の６人と１回ずつ組むので、組み合わせは、

　7×6÷2＝21（通り）

（2）� B2 情報を活用する 調べる 順序立てて変化をとらえる
（1）より組み合わせは21通りあるので、はじめに飼

し

育
いく

当番をした２人の組み合わせが再
ふたた

び

登場するのは、

　21＋1＝22（回目）

ここで日曜日以外の週６日は飼育当番をするので、

　22÷6＝3あまり4　→　４週目の４日目

土曜日から始めるため、４週目の４日目までに日曜日は４回あるので、

　22＋4＝26（日目）　→　９月26日

（3）� B2 情報を活用する 調べる 順序立てて変化をとらえる
９月１日から12月31日までの日数は、　30＋31＋30＋31＝122（日）

このうち、日曜日の回数は、　122÷7＝17あまり3　→　17＋1＝18（回）

飼育当番をする日数は、　122－18＝104（日）

（1）より、飼育当番の組み合わせ21通りあるので、　104÷21＝4あまり20

あまりが20なので、あと１日あればすべての組み合わせが５回繰
く

り返されます。

このとき１人あたり、6×5＝30（回）飼育当番をするので、最後の１組の２人は、

　30－1＝29（回）、それ以外の５人は30回飼育当番をします。
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小学５年  社会 ── 解答と解説
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問２ 問３ 問４問１
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種

　類
理

　
　由 （から。）

（と）

（配点）
　  問５・問６（1）・問６（2）理由
　  問２・問４　　　　　　　　　 各３点
　  問４（1）
上記以外　各２点　計100点

1
2
3 ｝

ウウオーストラリア ア ル ミ ニ ウ ム

アウ エ ウ イ ア ウ イ

イ

54.7 マ ン グ ロ ー ブｄア イ エ ｂ いくら

ウエ イ 間伐（かんばつ） Ｂ Ｄ Ａ Ｃ

北海道 ア エエ かき イ

エウ

イエ ウ ア ア ア アメリカ合衆国

有機（ゆうき） イ

オ 野菜（やさい） 酪農（らくのう）

二酸化炭素を排出しない

２
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【解　説】
1　工業に関する問題
問１　 A1 想起
　日本の鉄

てっ

鉱
こう

石
せき

と石炭の輸
ゆ

入
にゅう

先
さき

第１位はオ
ーストラリアです。世界の生産量は、鉄鉱
石はオーストラリア、ブラジル、中国など
が多くなっています。石炭は中国やインド、
アメリカ合

がっ

衆
しゅう

国
こく

などが多くなっていて、オ
ーストラリアは第５位です。
問２　 A1 想起
　アルミニウムはボーキサイトを原料とす
る金
きん

属
ぞく

で、アルミニウム生産には多量の電
力を必要としますので、安い電力を得られ
る中国やカナダ、ロシアなどでの生産が中
心となっています。
問３　 B1 変換
　134兆円÷307兆円×100＝43.6％となり
ます。
問４　 B1 理由・根拠想起
　内陸に自動車工場が建

けん

設
せつ

される理由に
は、他に広大な土地が安価に獲

かく

得
とく

できるこ
となどもあげられます。
問５　 B1 変換
　1897.9万台÷920.5万台＝2.0ですので２
倍となります。日本の自動車産業は貿

ぼう

易
えき

摩
ま

擦
さつ

の解
かい

消
しょう

を目的にアメリカなどでの現
げん

地
ち

生
産を進めてきました。近年は人

じん

件
けん

費
ひ

が安い
ことなどから生産にかかる費用を抑

おさ

えるた
めにアジアでの現地生産も進んでいて、そ
の結果海外生産の割

わり

合
あい

が増
ぞう

加
か

しています。
問６
（１） A2 カテゴライズ想起
　イギリスやフランスは環

かん

境
きょう

規
き

制
せい

を強め、
2040年までにガソリン車だけではなく、
軽油を燃料にするディーゼル車も含

ふく

めて生
産や販

はん

売
ばい

を禁
きん

止
し

する計画を発表しました。
（２） B2 理由・根拠統合
　環境への負荷を減らすため、二酸化炭素
の排出量が少ない電気自動車の普及が待た

れています。すでに電気自動車の販売は始
まっているものの、走行可能な距離やバッ
テリーなどに課題があります。そのため、
各社競って電気自動車の開発に多額の金額
を投資しています。中国でも2019年から、
ハイブリット車などの「新エネルギー車」
の販売を各自動車メーカーに義務づけるよ
うに動き始めています。
問７　 A2 変換想起
　 の地図記号は桑

くわ

畑
ばたけ

を示しています。
長野県の諏

す

訪
わ

地方では桑の葉を必要とする
蚕
かいこ

の繭
まゆ

玉
だま

から糸などを生産する製糸工業が
盛んでした。 の地図記号は平成25年度
版の１/25000地形図から使用されなくな
っていますが、他の縮

しゅく

尺
しゃく

の地形図では引き
続き使用されています。
問８　 B1 変換
　日本の2016年のスマートフォンの生産
台数は353万台で、これは世界全体で生産
された14億5794万台の約0.2％にあたりま
す。
問９　 A2 変換想起
　ａは化学工業やせんい工業が盛

さか

んなこと
から岡

おか

山
やま

県、ｂは輸
ゆ

送
そう

用
よう

機械の生
せい

産
さん

額
がく

が多
いことから群

ぐん

馬
ま

県、ｃは大都市周辺での生
産額が多い食料品が最も多いことから福

ふく

岡
おか

県と判
はん

定
てい

します。
問10　 A2 カテゴライズ想起
　長野県の製

せい

造
ぞう

品
ひん

出荷額割合第１位は情
じょう

報
ほう

通信機械で、約14.6％を占
し

めます。以下電
子部品、生産用機械と続きます。鹿

か

児
ご

島
しま

県
は34.2％、新

にい

潟
がた

県は約15.6％、北海道は約
29.7％を食料品が占めます。
問11　 B1 変換
　蚕の繭

まゆ

からつくられる生糸を使って絹
きぬ

が
生産されます。天然せんいには他に羊毛か
らつくられる毛、植物からつくられる麻

あさ

と
綿
わた

があります。
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問12　 A1 想起
　セメントの原料は石

せっ

灰
かい

石
せき

などで、石灰石
は日本が自給できる数少ない地

ち

下
か

資
し

源
げん

です。
問13　 A2 変換想起
　アは製紙・パルフ工場、イは全国各地に
分
ぶん

布
ぷ

していることから半
はん

導
どう

体
たい

の工場、ウは
輸
ゆ

出
しゅつ

入
にゅう

に便利な臨
りん

海
かい

部
ぶ

に立地していること
から大

だい

規
き

模
ぼ

な製鉄所、エは原料である石灰
石が豊

ほう

富
ふ

な山口県や埼
さい

玉
たま

県に工場があるこ
とからセメント工場と判

はん

断
だん

します。

2　農業に関する問題
問１　 A1 想起
　ぶたの飼

し

養
よう

頭
とう

数
すう

は鹿
か

児
ご

島
しま

県が約133万
頭、宮

みや

崎
ざき

県が85万頭となっています。国
民１人あたりの年間消費量は鶏

とり

肉
にく

に次い
で、約12.4㎏です。
問２　 A3 想起変換
　まず地図のａ～ｄの都道府県を確

かく

定
てい

しま
す。ａは新

にい

潟
がた

県、ｂは長野県、ｃは高知県、
ｄは熊

くま

本
もと

県です。新潟県は米、長野県は果
物、高知県は野菜、熊本県は畜

ちく

産
さん

の割合が
高いことと農業生産額から、あは高知県、
いは熊本県、うは新潟県、えは長野県と判

はん

断
だん

できます。Ａは野菜、Ｂは果物、Ｃは米、
Ｄは畜産です。2015年の日本全体の農業
産出額割合は、畜産、野菜、米、果実の順
になっています。産出額でみると畜産は約
３兆1179億円、野菜は約２兆3916億円、
米は約１兆4994億円、果実は約7838億円
となります。
問３　 A1 想起
　肉類の供

きょう

給
きゅう

量
りょう

は長い間豚肉が第１位でし
たが、2012年以

い

降
こう

鶏肉が第１位となってい
ます。牛肉の消費量は1991年の輸入自由化
以降増

ぞう

加
か

してきましたが、2001年に国内で
BSE（牛

うし

海
かい

綿
めん

状
じょう

脳
のう

症
しょう

）が発生したことを契
けい

機
き

に大きく減
げん

少
しょう

し、それ以降も低
てい

迷
めい

してい
ます。日本はBSEの原

げん

因
いん

となるえさの管理

が進み、現在国
こく

際
さい

獣
じゅう

疫
えき

事
じ

務
む

局
きょく

（OIE）によ
って問題のない国とされています。アは豚
肉、イは鶏肉、ウは牛肉です。
問４　 B1 比較・対照変換
　北海道は東京などの大消費地から遠く離

はな

れているため、生
せい

乳
にゅう

の多くはバターやチー
ズなどに加工されています。2015年で見
ると生乳生産量、牛

ぎゅう

乳
にゅう

生産量とも北海道が
全国第１位となっていますが、生乳は全国
の約52％を北海道が占めているのに対し、
牛乳は約15％にしかすぎません。北海道
の牛乳処理量は387万トン×0.145＝56.115
万トンで、栃木県の生乳生産量を上回って
いることが分かります。
問５　 A1 想起
　酪
らく

農
のう

は乳
にゅう

牛
ぎゅう

を飼
し

育
いく

し乳製品の生産を行う
農業です。日本の酪農は、一戸あたりの飼
養頭数を増

ふ

やして経
けい

営
えい

規模を拡
かく

大
だい

し、生産
の効
こう

率
りつ

化
か

を図って外国との競争に勝とうと
しています。
問６　 A2 カテゴライズ想起
　みかんは年

ねん

平
へい

均
きん

気温が15℃～ 18℃くら
いで、冬の最低気温が－５℃以上の地

ち

域
いき

が
栽
さい

培
ばい

に適
てき

しています。ももは降
こう

水
すい

量
りょう

の少な
い盆

ぼん

地
ち

、ぶどうは年平均気温が10℃～ 20
℃程

てい

度
ど

の水はけがよく日当たりのよい土地
で栽培されています。かきは沖

おき

縄
なわ

県を除
のぞ

く
日本全国で出荷されていますが、関東地方
～九州地方が主な生産地です。
問７　 A1 想起
　バナナは2016年に約95万７千トン輸入
されていて、日本で消費されるバナナの大
部分は輸入品です。以下パイナップル、オ
レンジ、キウイフルーツの順になります。
問８　 A2 カテゴライズ想起
　すだれは竹やよしなどを編

あ

んで部屋の日
よけなどに使用されます。糠

ぬか

は米から取っ
た表皮や胚

はい

の部分、もみがらは米の最も外
側にある皮の部分、わらは主に稲

いね

の茎
くき

を乾
かん
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燥
そう

させたものです。
問９　 A2 カテゴライズ変換
　イの八

はち

郎
ろう

潟
がた

では1957年から、ウの岡山
県児

こ

島
じま

湾
わん

では安土桃
もも

山
やま

時代の頃
ころ

から、エの
有明海周辺では鎌

かま

倉
くら

時代の末から干
かん

拓
たく

が行
われてきました。アの石

いし

狩
かり

平
へい

野
や

で行われた
のは、他の土地から良質の土を運び入れる
客土です。
問10　 A2 カテゴライズ変換
　愛知用水は木

き

曽
そ

川を水
すい

源
げん

として、知多半
島などに農業・工業・上水道用の水を供

きょう

給
きゅう

する、1961年に完成した用水です。豊
とよ

川
を水源として渥

あつ

美
み

半
はん

島
とう

に農業用水などを供
給するのは豊川用水です。
問11　 B1 理由・根拠想起
　品種改良は収

しゅう

穫
かく

量
りょう

の増
ぞう

加
か

や生産の安定な
どの目的のために、新しい種類の作物など
をつくりだすことです。この結果熱

ねっ

帯
たい

性
せい

の
作物であった米を、北海道でも栽培するこ
とができるようになりました。現

げん

在
ざい

さらな
る品種改良により寒さや気候の変化に強い
品種をつくることが試みられています。米
の消費量が減

げん

少
しょう

してきていることから、多
た

収
しゅう

量
りょう

品種の開発は目指されていません。
問12　 A1 想起
　アメリカの米の生産量は世界で第11位
ですが、輸

ゆ

出
しゅつ

量
りょう

は第５位となっています。
輸入された米は、家畜のエサや外国への食
料援助などのために使われています。
問13　 A1 想起
　有機農業は農薬などの使用を抑

おさ

えて安全
な食料生産をめざす農業です。
問14　 A2 カテゴライズ変換
　ハナエチゼンは福

ふく

井
い

県、森のくまさんは
熊本県、さがびよりは佐

さ

賀
が

県のブランド米
です。エチゼンは福井県の旧

きゅう

国名の越
えち

前
ぜん

か
らとられています。ななつぼしは北海道の
農業試験場で育成された品種で、空

そら

知
ち

地方
で多く栽培されています。

3　林水産業に関する問題
問１
（１） A2 変換想起
　イの沿

えん

岸
がん

漁業は１日程
てい

度
ど

かけて行う漁業
です。アの沖

おき

合
あい

漁業は一
いっ

般
ぱん

に200カイリの経
けい

済
ざい

水
すい

域
いき

内で数日、遠洋漁業は公海で数十日
から数

すう

ヶ
か

月
げつ

行われる漁業です。ウは湖や川
などで行われる内水面漁業・養

よう

殖
しょく

業
ぎょう

、エは
海面養殖業です。
（２） A2 理由・根拠想起
　石油危

き

機
き

により漁船の燃
ねん

料
りょう

代
だい

が高
こう

騰
とう

した
ことが原

げん

因
いん

となって、日本の遠洋漁業は大
きな打

だ

撃
げき

を受けました。また沿岸国が領
りょう

海
かい

を除く海岸線から200カイリまでの部分の資
源についての主

しゅ

権
けん

を設
せっ

定
てい

し始め、この水域
で漁業を行うには沿岸国の許

きょ

可
か

が必要とな
ったことも遠洋漁業の生産量が減少した理
由の１つです。
問２
（１） A1 想起
　北海道は総

そう

漁
ぎょ

獲
かく

量
りょう

に加えてさけ類、さん
ま、えび類、かに類、いか類などの都道府
県別漁獲量が第１位となっています。
（２） A2 想起変換
　宮

みや

城
ぎ

県の石
いしの

巻
まき

港
こう

は2014年には９万８千ト
ンの水

みず

揚
あ

げがあり、これは全国で第５位と
なっています。大

おお

船
ふな

渡
と

港は岩手県、八
はちの

戸
へ

港
は青森県、勝

かつ

浦
うら

港は千葉県にあります。
（３） A1 想起
　まぐろ類は静

しず

岡
おか

県が約３万660トンの水
揚げ量で都道府県別第１位となっています。
さば類は茨

いばら

城
き

県、いわし類とぶり類は長
なが

崎
さき

県が第１位となっています。
（４） A1 想起
　広

ひろ

島
しま

湾ではかきの養殖が盛んで、2015年
では全国の約65％を占めています。
（５） A1 想起
　岐

ぎ

阜
ふ

県のあゆの養殖は、豊
ほう

富
ふ

な地下水に
恵
めぐ

まれている美
み

濃
の

地方が中心となっていま
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す。あゆの養殖による収穫量は愛知県、和
歌山県、岐阜県の順になっています。うな
ぎは鹿児島県、こいは茨城県がそれぞれ養
殖による収穫量第１位となっています。わ
かさぎの卵

たまご

の放流数では北海道が第１位と
なっています。
問３
（１） A2 カテゴライズ変換
　まずａ～ｄの魚を確

かく

定
てい

します。ａはかつ
お、ｂはたら、ｃはさけ、ｄはさんまです。
図１はおもに夜間集魚灯で集めた魚を、船
から伸

の

ばした棒
ぼう

を使ってはった網
あみ

ですくい
獲
と

る棒
ぼう

受
う

け網
あみ

漁法で、三
さん

陸
りく

沖
おき

のさんま漁が
有名です。
（２） A2 想起 変換 カテゴライズ
　かまぼこやちくわは、たらやさめなどの
魚のすり身を原料とする魚肉練

ね

り製品です。
（３） A2 想起変換
　さけの卵はいくらと言い、ロシア語が起

き

源
げん

です。またいくらのように粒
りゅう

状
じょう

にばらさ
ない状

じょう

態
たい

のものは筋
すじ

子
こ

と呼
よ

びます。地方に
よってはハラコなどと呼ぶこともあります。
問４
（１） B1 変換
　4194（千トン）÷7663（千トン）×100
＝54.73ですので答えは54.7％となります。
日本の漁獲量は、2000年においては世界３
位となっていましたが、年々減少傾

けい

向
こう

にあ
るため、世界一の水産物輸入国となってい
ます。
（２） A1 想起
　マングローブは熱帯の淡

たん

水
すい

と海水が混
ま

じ
る汽

き

水
すい

域
いき

に分
ぶん

布
ぷ

し、波の浸
しん

食
しょく

から海岸を守
ったり、幼

よう

魚
ぎょ

の生育する場所になるなど、
生
せい

態
たい

系
けい

を守ることに大きな役
やく

割
わり

を果たして
います。近年えびの養殖池を造

ぞう

成
せい

するため
にマングローブの伐

ばっ

採
さい

が進み環境破
は

壊
かい

が問
題になっています。

問５
（１） A2 想起変換
　Ａの津

つ

軽
がる

のひば、Ｃの木曽のひのきは天
然の三大美林、Ｄの吉

よし

野
の

のすぎは人工の三
大美林に含まれます。Ｂには広大なぶなの
原生林が広がっていることなどから、一帯
の白

しら

神
かみ

山地は1993年に日本で最初に世界遺
い

産
さん

として登録されました。
（２） A2 カテゴライズ変換
　下北半島は青森県の北東部にある半島、
奥
おう

羽
う

山
さん

脈
みゃく

は東北地方の中央を南北に延
の

びる
山脈、長良川は主として岐阜県内を流れる
川、鈴

すず

鹿
か

山脈は滋
し

賀
が

県と三重県の県
けん

境
きょう

付近
などを南北に延びる山脈です。
問６　 A2 理由・根拠想起
　森林には他に水をきれいにしたり、養分
をたくわえて川や海に栄養を与える役

やく

割
わり

な
どがあります。イは酸

さん

素
そ

ではなく二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

です。
問７　 A1 想起
　間

かん

伐
ばつ

は10年おきに２回ほど行う作業です。
問８　 B1 カテゴライズ理由・根拠
　宮城県の漁

りょう

師
し

たちが岩手県の室
むろ

根
ね

山に広
こう

葉
よう

樹
じゅ

を植える活動を行っていますが、この
運動が『森は海の恋

こい

人
びと

運動』と表されます。
広葉樹の落ち葉が腐

くさ

って栄養分の豊
ゆた

かな土
となり、この土の栄養分が雨によって川に
注ぎ、かきやのりなどがよく育つ豊かな海
を育てることから始められたものです。

（記述問題の採点について）
・�明らかな誤字・脱字がある場合
��…－１点
・�文章・文末表現の不備がある場合
��…－１点

4問６（2）
…�自動車の「種類」が不正解の場合「理
由」の記述は内容の如何にかかわら
ず不正解となります。
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小学5年  理科  ── 解答と解説

1

37

（1）

21 22 （完答）23

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ

□1　（1）（4）各2点×4＝8点
　　他各3点×6＝18点
□2　（1）～（4）各3点×4＝12点
　　他各4点×3＝12点
□3　（1）～（4）各3点×4＝12点
　　他各4点×3＝12点
□4　（1）（2）各3点×2＝6点
　　他各4点×5＝20点

計100点

（配点）

3

（5） （6） （7）

（完答）42 43 44

％ ℃

（7）

（3） （4）

（2）

（7）

（完答）24 25 26

（5） （6） （8）

27 28 29 30

から　　  の部分

（3）（1） （2） （4）

38 39 40 41

4

（5） （6） （7）

49 50 （完答）51

（3）（1） （2） （4）

45 46 47 48

℃

2
（1） （2） （3）

31 32 33

回

（4） （5） （6）

34 （完答）35 （完答）36

→　　→　　→

エ イ イ・オ

クワ 4 気門

②  　④ イ・ウ ア・エ

ア・イ・エ 63 18ア・エ イ ア

ア F 葉緑体 気孔

ひまわり 台風 ア ウ

エ Ｃ　Ｂ　Ｄ　Ａ ア・エ

イ ア 100 エ

メ ス の 出 す に お い を 感

じ 取 っ て い る 。
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【解　説】

1　植物のつくりとはたらきについての問題

（1） A1 知識
　図１のＡのように太くて下へと長くのび

ている根を主
しゅ

根
こん

、その主根からえだ分かれ

をして、横へとのびるＢのようなものを側
そっ

根
こん

とよびます。

（2） A2 知識 根拠
　根には、表面積を増やすことによって水

と水にとけた養分（肥料）を効率よく吸収す

る役割とともに、より深くまで根をのばす

ことによって、くきや葉といった地上に出

ている部分がたおれることがないように支

える役割もあります。

（3） A2 知識 分類
　図１のように主根と側根があるのは、ヘ

チマやタンポポといった双
そう

子
し

葉
よう

類
るい

のなかま

にあてはまる植物です。一方、チューリッ

プやトウモロコシ、イネなどの単
たん

子
し

葉
よう

類
るい

の

なかまは、同じような太さの根が放
ほう

射
しゃ

状
じょう

に

のびるひげ根になります。

（4） A1 知識
　図２のＣに見られる太い管を道

どう

管
かん

とい

い、この道管の集まりを木
もく

部
ぶ

といいます。

また、Ｄに見られる細い管を師
し

管
かん

といい、

この師管の集まりを師
し

部
ぶ

といいます。師部

と木部をまとめて維
い

管
かん

束
そく

とよびます。

（5） A1 知識
　根から吸収した水と水にとけた養分は、

図２のＣにあたる道管を通って葉へと運ば

れていきます。一方、光合成によって葉で

作られたでんぷんは糖にかえられたのち、

成長のための養分として図２のＤにあたる

師管の中を通って体の各部へと運ばれてい

きます。

（6） A2 知識 根拠
　くきの中の道管は、図３のＦにつながっ

ています。葉の表側には太陽の光がよくあ

たり、Ｆの管によって運ばれた水と二酸化

炭素を原料として光合成を行います。

（7） A1 知識
　植物の細胞には葉

よう

緑
りょく

体
たい

とよばれる緑色の

つぶがふくまれていて、このつぶの中で光

合成を行っています。植物が光合成を行う

と、でんぷんと酸素が作られます。

（8） A1 知識
　図３のＨの穴を気

き

孔
こう

とよびます。気孔は

葉のうらにたくさん見られ、ここから植物

の体内の水が水蒸気となって空気中に放出

されていきます。このような植物のはたら

きを蒸
じょう

散
さん

（蒸散作用）とよびます。蒸散を行

うと、根から水と水にとけた養分を吸いや

すくなります。また、吸い上げた水は気孔

から取り入れた二酸化炭素とともに光合成

の原料となります。

2　カイコガについての問題

（1） A1 知識
　カイコガの幼虫であるカイコは、クワの

葉を食べて成長します。このとき、カイコ

は動き回ることがほとんどできないため、

クワの葉を食べやすい状態でカイコの前に

置かないと、カイコはエサを食べることが

できずに死んでしまいます。

（2） A2 知識 抽出
　カイコガは、モンシロチョウと同じよう

に幼虫の時期に１令幼虫から４回脱皮をし

て５令幼虫となり、さなぎの時期を経てか
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ら成虫になります。

（3） A2 知識 抽出
　こん虫のむねや腹の側面に見られる小さ

な穴を気
き

門
もん

といいます。気門は、からだの

中にある気管とつながっていて呼吸のため

の空気の出し入れをしています。

（4） A2 知識 根拠
　カイコには、やや先がとがったつめのよ

うな足が３対と、吸ばんのように平たい足

が５対あります。このうち、吸ばんのよう

な足はさなぎの間になくなりますが、つめ

のような３対の足はやがて成虫になったと

きの足になります。こん虫のからだは頭・

むね・腹の３つに分かれていて、足や羽と

いった運動に関わる器官はすべてむねにつ

いていることから、図２においてはとがっ

た足のある②〜④までがむねの部分に相当

するとわかります。

（5） A2 知識 分類
　カイコガはテントウムシやカブトムシと

同じように卵→幼虫→さなぎ→成虫と変化

していきます。このような育ち方を完全変

態といいます。一方、バッタ・セミ・トン

ボなどは卵→幼虫→成虫と変化していき、

さなぎの時期がありません。このような育

ち方を不完全変態といいます。

（6） A2 知識 分類
　カシミヤは、中国やモンゴル、ネパール

などに生息するヤギの毛から作られ、ウー

ル（羊毛）はヒツジの毛から作られるせんい

なので、アとエが答えになります。綿（コ

ットン）と麻はともに、植物から取れるせ

んいです。

（7） B2 比較 抽出 具体

　明るい場所で実験しているため、メスの

カイコガにとう明な容器をかぶせても、そ

の動きや形、色、もようなどの情報をオス

が感じ取ることが可能なはずです。また、

多少小さくはなるものの音（振動）も伝わる

はずです。しかし、この状態ではオスが全

く反応することはなく、容器を開けるとメ

スに近づこうとする反応が見られたので、

メスの出すにおい（これをフェロモンとい

う）を感じ取ることでメスを見分けている

と考えられます。

3　天気の変化についての問題

（1） A2 知識 抽出
　図１のような、日本とその周辺の雲の画

像をさつえいしている人工衛星を『ひまわ

り』といいます。気象衛星ひまわりは、赤

道上空を地球の自転に合わせて飛んでい

て、一定時間ごとに雲のようすを自動でさ

つえいしています。

（2） A1 知識
　反時計回りのうずを巻いたような雲のか

たまりは台
たい

風
ふう

です。台風は、西太平洋上の

熱帯地方で発生した強い低気圧で、中心付

近の最大風速が秒速17.2m以上になったも

ののことをいいます。

（3） A1 知識
　低気圧となっている地表付近では、その

低気圧の中心に向かってまわりから風がふ

きこんできますが、地球の自転のえいきょ

うによってアのように反時計回りのうずを

描くような風向きになります。

（4） A2 知識 比較
　台風は１年を通じて発生していますが、
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その台風が発生する熱帯地方の太平洋上に

は東からの風がたえずふいているため、沖

縄県の付近を通過していくことが多いです

が、８月から９月にかけて西からふく強い

偏西風の影響で、と中から大きく進路を変

えて本州方面へと進んでくるようになりま

す。

（5） A2 知識 分類
　台風が接近すると、大雨がふるとともに

風も次第に強くなるため、海の波が高くな

ったり、雨でやわらかくなったがけなどが

くずれる土砂くずれなどに注意しなければ

なりません。また、台風の接近にともなっ

て気圧が下がるので、海面がいつもより高

くなる高潮にもけいかいが必要です。

（6） B1 抽出 変換
　表を見ると、26℃の空気１m3にふくま

れる水蒸気の限度（これを飽
ほう

和
わ

水蒸気量と

いいます）は24.4gであるとわかります。そ

のような空気１m3に15.4gの水蒸気がふく

まれていることから、この空気のしつ度は、

15.4÷24.4×100＝63.1／…＝63（％）と求め

ることができます。

（7） B1 抽出 置換
　表を見ると、18℃での飽和水蒸気量が、

（6）で空気にふくまれている水蒸気量と等

しくなり、しつ度が100％となることがわ

かります。これよりも低い温度になると水

蒸気が空気中にふくまれることができず

に、水滴となって現れ始めます。このよう

に、温度が下がることによって飽和水蒸気

量をこえた分の水蒸気が細かい水滴に変化

し始める温度を露
ろ

点
てん

といいます。

4　氷・水・水蒸気についての問題

（1） B1 抽出 知識
　観察結果Ａのように、水の底の方からさ

かんに大きなあわが出ている状態を沸
ふっ

とう

といいます。このときは、水の内部でも液

体から気体の水蒸気へと変化する現象がお

こっています。

（2） B1 抽出 知識
　観察結果Ｂのように、水の中から小さな

あわが出てくるのは水温が40℃前後にな

ったときで、水にとけていられなくなった

空気が小さいあわになって出てきている状

態です。

（3） B1 抽出 知識
　水は温度が100℃になるとさかんに大き

なあわを出して沸とうします。なお、山の

上などのように気圧の低い場所では、水は

100℃より低い温度で沸とうするようにな

ります。

（4） B1 抽出 根拠
　観察結果Ｃのように、ビーカーの外側が

わずかに白くくもったのは、アルコールラ

ンプのアルコールが燃えたときに発生した

水蒸気が、まだ冷たい状態のビーカーにふ

れることによって冷やされて、細かい水滴

に変化して見えるようになったものです。

しかし、温度が高くなるにつれてこの水滴

は蒸発してすぐに見えなくなってしまいま

す。

（5） B1 知識 根拠
　観察結果Ｄで水面がゆれ始めたのは、水

温が十分に上昇したためにビーカーの中の

水が対流しているからです。このとき、水

面からはさかんに水が蒸発して水蒸気にな
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っていますが、すぐに冷たい空気によって

冷やされるため、細かい水滴に変化して目

で見えるようになります。雪やしも（しも

柱）は細かい水の固体（氷）が白く見える現

象ですが、冬の寒い日に、はく息が白くな

るのは、観察結果Ｄの「白いけむり」と同じ

ようにはく息に含まれる水蒸気が、冷たい

空気によって冷やされることで細かい水滴

に変化して白く見える現象です。

（6） B1 知識 根拠
　アルコールランプのほのおで冷たい水を

あたため始めるとすぐに見られる現象がＣ

です。そして、水温が40℃前後になると

Ｂの現象が起き、やがてＤのように水の対

流がさかんになります。水温が100℃に達

するとＡのように沸とうが起こり、そこで

水温の上昇が止まります。これらのことか

ら、観察結果を観察された順番にならべる

と、Ｃ→Ｂ→Ｄ→Ａになります。

（7） A2 知識 抽出
　アルコールランプに入れるアルコールの

量が少ないと、内部の気体がぼう張して破

れつするきけんがあるので８分目くらいの

量を入れておき、アルコールが少なくなっ

てきたら、必ず１度火を消してからアルコ

ールをつぎ足します。また、しんを3cmも

出すと、ほのおの出ているしんが折れ曲が

ってアルコールに引火するおそれがあるの

でしんは5mmほど出すようにします。アル

コールランプをななめにかたむけると、中

のアルコールがこぼれて引火するので、別

のアルコールランプに火をうつしたりして

はいけません。

（記述問題の採点について）
・�解答の字数制限にしたがっていな
い場合…不正解
・�明らかな誤字・脱字がある場合
��…－１点
・�文章表現の不備がある場合
��…－１点
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【
解　

説
】

　
�　

群む
れ

よ
う
こ
の
「
膝ひ
ざ

小こ

僧ぞ
う

の
神
様
」
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。

　

男
の
子
の
つ
ら
さ
を
、
女
の
子
の
立
場
か
ら
な
が
め
た
文
章
で
す
。

　

男
の
子
は
、
運
動
が
で
き
れ
ば
運
動
で
が
ん
ば
り
ま
す
。
そ
し
て
、
が
ん
ば

っ
た
だ
け
で
は
な
く
て
、
そ
れ
を
人
に
も
認み
と

め
て
も
ら
お
う
と
思
わ
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
の
で
す
。
だ
か
ら
運
動
の
で
き
な
い
子
は
、
成
績
が
よ
け
れ
ば
テ
ス

ト
で
、
劇
が
得
意
な
ら
劇
で
と
い
う
よ
う
に
、
ほ
か
で
が
ん
ば
っ
て
自
分
を
認

め
て
も
ら
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
男
の
子
を
見
て
い
る
「
私
」
は
、「
両

方
と
も
ふ
つ
う
な
の
で
、
ど
う
い
う
と
き
で
も
ど
っ
ち
で
も
い
い
」
と
考
え
る

よ
う
な
女
の
子
で
す
。
し
か
し
目
の
前
の
男
の
子
た
ち
に
は
、
そ
の
よ
う
な
考

え
方
は
で
き
そ
う
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。「
私
」
は
そ
ん
な
男
の
子
た
ち
を
見
て

い
て
、「
ち
ょ
っ
ぴ
り
バ
カ
」
だ
な
と
思
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

問
一　

Ｂ
１
理
由
推
論

　
　

タ
モ
ツ
は
あ
く
ま
で
も
、
タ
ケ
ダ
君
は
運
動
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を

強
調
し
た
い
の
で
す
。
そ
ん
な
タ
モ
ツ
の
悪
意
を
感
じ
た
か
ら
「
こ
わ
ば
っ

て
」
し
ま
う
わ
け
で
、
こ
れ
が
、
ほ
ん
と
う
に
仲
の
い
い
友
だ
ち
同
士
な
ら
、

ふ
ざ
け
て
も
「
こ
わ
ば
っ
」
た
り
は
し
ま
せ
ん
。

問
二　

Ｂ
１
理
由
推
論

　
　

ひ
と
つ
に
は
タ
ケ
ダ
君
を
い
じ
め
る
た
め
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は

同
時
に
、
自
分
は
す
ご
い
だ
ろ
う
と
い
う
ア
ピ
ー
ル
で
も
あ
り
ま
す
。
タ
ケ

ダ
君
は
速
く
走
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
手
を
ぬ
い
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問
三　

Ａ
２
知
識
関
連

　
　
「
悪
態
を
つ
く
」
と
い
い
ま
す
。「
悪
口
」「
軽
口
」「
皮
肉
」
は
、「
…
を

つ
く
」
と
は
い
い
ま
せ
ん
。

問
四　

　

１　

Ｂ
１
置
換

　
　

ま
ず
タ
ケ
ダ
君
の
気
持
ち
を
追
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　

タ
ケ
ダ
君
は
、
運
動
会
で
は
、
活か
つ

躍や
く

で
き
な
か
っ
た
ど
こ
ろ
か
、
み
じ
め

な
姿す
が
た

を
さ
ら
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
タ
ケ
ダ
君
が
、存そ
ん

在ざ
い

感か
ん

を
示
せ
る
の
は
、

テ
ス
ト
か
学
芸
会
で
す
。

　
　

Ａ
で
は
、い
よ
い
よ
チ
ャ
ン
ス
が
め
ぐ
っ
て
き
た
と
「
意い

欲よ
く

に
燃
え
て
い
」

ま
す
。

　
　

Ｂ
で
は
、
か
な
り
緊き
ん

張ち
ょ
う

し
て
い
る
よ
う
す
が
う
か
が
え
ま
す
。
ど
う
し
て

も
、
い
い
役
を
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。
タ
ケ
ダ
君
は
、

か
な
り
き
ま
じ
め
で
、
思
い
つ
め
る
タ
イ
プ
の
よ
う
で
す
。

　
　

Ｅ
で
は
、も
う
自
分
が
負
け
た
と
い
う
こ
と
を
悟さ
と

っ
て
い
ま
す
。
た
ん
に
、

い
い
役
を
と
ら
れ
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
が
得
意
と
し
て
い
た
学

芸
会
で
も
、
ほ
か
の
子
に
敗
れ
た
と
い
う
絶
望
感
が
、
大
き
な
泣
き
声
と
な

っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
　

次
に
ワ
タ
ル
の
気
持
ち
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　

Ｃ
に
は
、
タ
ケ
ダ
君
を
気
に
し
て
い
る
よ
う
す
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
今

ま
で
は
ず
っ
と
タ
ケ
ダ
君
が
い
い
役
を
演え
ん

じ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
へ
ワ
タ

ル
が
い
き
な
り
、
名
乗
り
を
あ
げ
た
わ
け
で
す
。
ワ
タ
ル
に
も
お
そ
ら
く
、

同
じ
立
場
の
タ
ケ
ダ
君
の
気
持
ち
が
わ
か
る
の
で
し
ょ
う
。

　
　

Ｄ
で
は
「
勝
ち
誇ほ
こ

っ
た
顔
」
を
し
て
い
ま
す
。
多
少
の
遠え
ん

慮り
ょ

は
あ
っ
て
も
、

自
分
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
気
持
ち
が
強
い
の
で
し
ょ
う
。

　

２　

Ｂ
１
比
較
置
換

　
　

他
の
子
ど
も
た
ち
と
比
較
し
て
見
ま
し
ょ
う
。
二
人
が
学
芸
会
に
こ
だ
わ

1
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る
の
は
、
運
動
会
で
活
躍
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
す
。
つ
ま
り
「
運
動
が
い

ま
ひ
と
つ
の
子
」
た
ち
な
の
で
す
。

問
五　

Ｂ
１
置
換

　
　
「
図
書
室
か
ら
本
を
借
り
て
き
て
、
い
ち
ば
ん
い
い
登
場
人
物
に
な
り
た
が

る
タ
ケ
ダ
君
…
…
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
策さ
く

略り
ゃ
く

を
ね
っ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
。

問
六　

Ｂ
１
置
換

　
　
「
態
度
を
使
い
わ
け
る
」
こ
と
を
他
の
表
現
に
置
き
換
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
は
「
女
性
ら
し
い
」
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、「
態
度
を
使
い
わ

け
る
」
や
つ
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
人
が
、
み
ん
な
に
好
か
れ
て
い
る
は
ず
も

あ
り
ま
せ
ん
。「
使
い
わ
け
る
」
＝
「
演
技
す
る
こ
と
に
な
れ
て
い
る
」
と
い

う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

問
七　

Ｂ
１
理
由

　
　

そ
の
あ
と
に
理
由
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
、
先
生
よ
り
も
、
ほ
か

の
子
ど
も
た
ち
に
ど
う
思
わ
れ
る
か
を
気
に
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
キ
ョ
ウ

コ
ち
ゃ
ん
の
こ
と
で
も
、
子
ど
も
た
ち
は
「
態
度
を
使
い
わ
け
る
」
と
見
ぬ

い
て
い
ま
す
が
、先
生
に
は
そ
ん
な
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
ね
。

問
八　

Ｂ
１
知
識
比
較
理
由

　
　

ワ
タ
ル
と
比
較
す
る
と
タ
ケ
ダ
君
は
、
き
ま
じ
め
で
、
緊
張
す
る
タ
イ
プ
。

な
か
な
か
、
う
ま
い
こ
と
も
言
え
な
い
よ
う
で
す
。
そ
の
よ
う
な
相
手
に
対

し
て
は
、
ワ
タ
ル
の
よ
う
に
「
要よ
う

領り
ょ
う

」
の
い
い
人
間
の
ほ
う
が
有
利
で
す
。

問
九　

Ｂ
１
理
由
推
論

　
　

運
動
会
で
活
躍
し
た
こ
と
を
い
つ
ま
で
も
ア
ピ
ー
ル
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
子
。
運
動
が
ダ
メ
な
ら
、
ど
う
し
て
も
、
ほ
か
の
と
こ
ろ
で
、
が
ん
ば
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
子
。
み
ん
な
つ
ら
い
で
し
ょ
う
。
自
分
に
は
何
も
で
き

ま
せ
ん
と
ひ
ら
き
な
お
っ
て
し
ま
え
ば
、
も
っ
と
楽
に
な
れ
る
の
に
、
そ
れ

が
で
き
な
い
こ
と
を
「
ち
ょ
っ
ぴ
り
バ
カ
」
と
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
。「
ち
ょ

っ
ぴ
り
」
と
い
っ
た
の
は
、
そ
れ
が
人
間
に
と
っ
て
大
事
な
、
向
上
心
に
つ

な
が
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
も
い
る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

問
十　

Ｂ
１
理
由
比
較

　
　

今
、
学
芸
会
で
い
い
役
を
争
っ
て
い
る
の
は
、
そ
こ
で
自
分
を
ア
ピ
ー
ル

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
た
ち
で
す
。運
動
で
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
ひ
と
に
は
、

ど
う
で
も
い
い
こ
と
な
の
で
す
。

　

�　

外と

山や
ま

滋し
げ

比ひ

古こ

の
「
大
人
の
日
本
語
」
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。

　
〝
ウ
ソ
も
方
便
〟
と
い
う
こ
と
わ
ざ
を
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
若わ
か

者も
の

が
認み
と

め
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
は
、
若
い
人
の
ほ
う
が
、
人
間
関
係

に
敏び
ん

感か
ん

で
あ
る
ら
し
い
と
い
う
話
に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
筆
者
は
、

そ
の
後
の
か
れ
ら
が
、
平
気
で
「
心
な
き
こ
と
ば
」
を
使
い
、
い
い
気

に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、こ
の
結け
つ

論ろ
ん

に
疑ぎ

問も
ん

を
持
ち
ま
す
。
本
文
に
は
、

そ
ん
な
疑
問
か
ら
出
発
し
た
筆
者
の
考
え
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

最
終
段
落
の
「
心
づ
か
い
と
い
う
も
の
は
…
…
経
験
し
た
人
た
ち
が

身
に
つ
け
る
感
覚
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
ば
か
ら
は
、
若
者
た
ち
は
必

ず
し
も
〝
ウ
ソ
も
方
便
〟
と
い
う
こ
と
ば
の
深
い
意
味
を
理
解
し
、

「
や
さ
し
さ
」
か
ら
発
す
る
ウ
ソ
を
肯こ
う

定て
い

し
て
い
た
の
で
は
な
い
の
だ

ろ
う
と
い
う
筆
者
の
考
え
が
透す

け
て
み
え
ま
す
。

問
一

2
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１　

Ｂ
２
筋
道
具
体
化

　
　
「
と
き
に
は
、
ウ
ソ
も
許
さ
れ
る
、
む
し
ろ
、
必
要
な
こ
と
も
あ
る
」

と
あ
る
よ
う
に
、
方
便
の
ウ
ソ
と
は
「
許
さ
れ
る
」
ウ
ソ
、
そ
し
て

「
必
要
な
こ
と
も
あ
る
」
ウ
ソ
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
ウ
ソ
に
は
変
わ

り
ま
せ
ん
か
ら
方
便
の
ウ
ソ
を
つ
く
一
定
の
条
件
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
の
条
件
が
書
か
れ
て
い
る
箇か

所し
ょ

を
探
し
ま
し
ょ
う
。
す
る
と
「
方
便

の
ウ
ソ
は
自
分
の
利
益
の
た
め
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
箇
所

が
見
つ
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
「
相
手
の
気
持
ち
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に

と
い
う
動
機
で
あ
っ
て
こ
そ
、
許
さ
れ
、
認
め
ら
れ
る
」
と
条
件
は
続

き
ま
す
。
こ
の
二
文
を
う
ま
く
ま
と
め
る
と
答
え
が
完
成
し
ま
す
。

※　

設
問
の
指
示
や
字
数
・
文
字
指
定
に
従
っ
て
い
な
い
も
の
は
不
正
解

と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
誤
字
脱だ
つ

字じ

が
一
つ
の
場
合
は
減
点
１
点
、
二
つ

あ
る
場
合
は
減
点
２
点
、
そ
れ
以
上
は
不
正
解
と
し
ま
す
。
ま
た
回
答

の
説
明
に
過
不
足
が
あ
る
場
合
は
減
点
３
点
と
し
ま
す
。

　

２　

Ｂ
１
比
較

　
　
「
方
便
の
ウ
ソ
」
と
は
、
相
手
の
心
を
傷
つ
け
ず
に
、
こ
ち
ら
の

真
意
を
伝
え
る
た
め
の
も
の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

　

ア�　

ウ
ソ
が
含ふ
く

ま
れ
て
い
な
い
か
わ
り
に
、
相
手
の
心
を
傷
つ
け
て

し
ま
い
ま
す
。

　

イ�　

方
便
の
ウ
ソ
で
す
。「
紅
茶
」
は
嫌い
や

だ
と
わ
か
っ
て
も
ら
う
た

め
に
つ
い
た
ウ
ソ
で
す
。

　

ウ�　

方
便
の
ウ
ソ
で
す
。
お
ひ
る
だ
か
ら
帰
っ
て
下
さ
い
と
い
い
た

い
と
文
中
に
あ
り
ま
す
。

　

エ　

相
手
の
ウ
ソ
を
理
解
し
て
い
な
い
、
鈍
感
な
人
の
こ
と
ば
で
す
。

　

オ　

相
手
の
こ
と
ば
の
意
味
を
理
解
し
て
の
こ
と
ば
で
、
ウ
ソ
で
す
。

問
二　

　

１　

Ｂ
１
理
由
推
論

　
　

最
終
段
落
に
「
心
づ
か
い
と
い
う
も
の
は
…
…
経
験
し
た
人
た
ち

が
身
に
つ
け
る
感
覚
で
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
筆
者
の
考
え
か

ら
す
れ
ば
、
若
い
と
き
か
ら
心
づ
か
い
が
身
に
つ
い
て
い
た
な
ら
、

当
然
、
年
を
と
っ
て
も
そ
の
心
づ
か
い
は
か
わ
ら
な
い
は
ず
で
す
か

ら
、
よ
り
い
っ
そ
う
「
方
便
の
ウ
ソ
」
を
理
解
し
て
い
る
は
ず
で
す
。

　

２　

Ｂ
１
理
由
推
論

　
　

と
こ
ろ
が
、「
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
ず
に
心
な
き
こ
と
ば
を
使

っ
て
、
い
い
気
に
な
っ
て
い
る
」
と
す
れ
ば
、
心
づ
か
い
が
身
に
つ

い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
人
を
筆
者
は
「
こ

と
ば
に
鈍
感
な
の
で
あ
る
」
と
考
え
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、「
正
直

と
い
う
凶
器
を
ふ
り
ま
わ
す
」
の
だ
と
。
年
を
と
っ
て
か
ら
心
づ
か

い
が
消
え
る
と
い
う
の
は
筆
者
の
考
え
に
合
い
ま
せ
ん
。
も
と
も
と

心
づ
か
い
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
だ
と
考
え
る
の
が
自
然
で
す
。

つ
ま
り
、
若
者
が
考
え
て
い
た
「
ウ
ソ
」
と
、
筆
者
の
考
え
て
い
た

「
ウ
ソ
」
と
が
異
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
三　

Ａ
２
知
識

　
　

こ
の
「
手
」
は
、
方
法
や
手
段
を
表
す
「
手
」
で
す
。
ア
は
「
種

類
」、
イ
は
「
人
手
」、
エ
は
「
体
の
一
部
と
し
て
の
手
」
で
す
。

問
四　

Ｂ
１
理
由

　
　
「
ウ
ソ
ら
し
い
ウ
ソ
」
な
ら
、
相
手
に
は
ウ
ソ
だ
と
わ
か
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
一
方
「
ホ
ン
ト
ら
し
い
ウ
ソ
」
な
ら
、
相
手
は
ウ
ソ
で
あ
る
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こ
と
を
見
ぬ
け
ず
に
だ
ま
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
筆
者
は
、

「
ホ
ン
ト
ら
し
い
ウ
ソ
」
を
、
相
手
を
だ
ま
す
も
の
、「
自
分
の
利
益
の

た
め
」
の
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

と
こ
ろ
で
、
ふ
つ
う
は
相
手
の
こ
と
ば
が
ウ
ソ
だ
と
わ
か
れ
ば
、
な

ぜ
そ
ん
な
ウ
ソ
を
言
う
の
だ
ろ
う
と
考
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、
紅

茶
の
例
に
あ
る
よ
う
に
「
さ
て
は
、紅
茶
は
好
き
で
な
い
な
と
察
す
る
」

わ
け
で
す
。
そ
れ
が
目
的
な
わ
け
で
す
か
ら
、
こ
の
ウ
ソ
は
、
ウ
ソ
と

相
手
が
わ
か
る
ウ
ソ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
相
手
が
理
解
で

き
な
い
と
、
お
茶
漬づ

け
の
例
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

問
五　

Ｂ
１
置
換

　
　
「
正
直
と
い
う
凶
器
を
ふ
り
ま
わ
す
」
に
着
目
し
ま
し
ょ
う
。
人
を

傷
つ
け
る
か
ら
「
凶
器
」
と
表
現
し
た
の
で
す
。

問
六　

Ｂ
１
具
体
化

　
　

こ
の
人
は
「
お
茶
漬
け
で
も
」
と
い
う
こ
と
ば
の
意
味
を
理
解
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。「
鈍
感
」
な
の
で
す
。
一
方
、
紅
茶
の
例
の
人
は
、

「
さ
て
は
…
…
で
な
い
な
と
察
す
る
」
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
人

に
は
「
察
す
る
」
力
が
あ
る
の
で
す
。
同
時
に
、「
正
直
を
あ
り
が
た

が
る
…
…
幼
稚
な
」
人
で
は
な
く
、
た
だ
正
直
な
だ
け
で
は
人
を
傷
つ

け
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
「
洗
練
さ
れ
た
人
間
」
で
す
。「
方
便
の
ウ

ソ
」
を
理
解
し
、
使
い
こ
な
す
の
が
「
大
人
の
正
直
」
な
の
で
す
。

問
七　

Ｂ
１
具
体
化

　
　

成
熟
し
た
社
会
で
は
、
人
を
傷
つ
け
な
い
た
め
に
「
正
直
と
い
う
凶

器
」
を
ふ
り
ま
わ
さ
ず
、
こ
と
ば
に
お
化
粧
を
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
と
ば
に
対
す
る
知
識
や
セ
ン
ス
も
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
い
ち
ば
ん

大
切
な
の
は
「
察
す
る
」
力
で
す
。
こ
れ
が
な
い
と
、「
鈍
感
」「
感
じ

な
い
」
人
に
な
り
、「
そ
れ
で
…
…
正
直
と
い
う
凶
器
を
ふ
り
ま
わ
す
」

こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
八　

Ｂ
１
比
較
ま
と
め

　
　
「
方
便
の
ウ
ソ
」
は
、「
察
す
る
」
気
持
ち
、「
心
づ
か
い
」
か
ら
生
ま

れ
ま
す
が
、
そ
の
「
心
づ
か
い
」
は
、「
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
…
…

身
に
し
み
て
経
験
し
た
人
た
ち
が
身
に
つ
け
る
感
覚
で
あ
る
」
と
い
う

の
が
筆
者
の
考
え
で
す
。
最
終
段
落
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
世
代
間
の

「
へ
だ
た
り
」
を
述
べ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
本
心
を
か

く
す
」
こ
と
を
す
す
め
て
い
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

国語─解答と解説


